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　大変に昔のことで、いささか気が引けるが、機器購入の思い出をとのことなので、敢え

て苦労話の一端をご紹介することにした。

　25年ほども昔のこと、私が東大の原子力工学科で助手を勤めていた頃のことである。原

子力の材料関係の研究室で、新しい研究テーマについて調べているうちに、セラミックス

の熱伝導率については不明の点が多く、さらに研究が必要であることがわかった。原子炉

の中の燃料は、主にセラミックスの一つであるウラン酸化物で、これが発電用原子炉の中

で核分裂を起こして発熱するが、発生した熱は燃料を収めている金属製の被覆管に伝えら

れ、最終的には水を加熱して、発電用のタービンを廻すのに用いられる。発電用の原子炉

では、燃料中で発生した熱を効率よく取り出して発電に用いることが必要で、熱伝導率が

これに関与するのである。熱が良く伝わらなければ、効率が悪くなるばかりでなく、部分

的に高温な個所が生じ、燃料棒が融けて、放射性物質が漏れ出すといった危険な事故につ

ながりかねない。

　ところが酸化ウランの熱伝導率を文献などで調べてみると、データはまちまちで、どれ

が正しい値かわからない。優に2倍以上も違う値が山ほども報告されている。これは、熱

伝導率を測るのに適した試料を作るのが難しいことも一因であるが、熱伝導率の測定その

ものが難しく、なかなか正しい値が得られないことによるためでもあった。

　これはかなりの難題だなあと思いながらも、若かったことも手伝い、ウラン酸化物の熱

伝導率の研究に取り組むことにした。まず、最初の課題は、正確な測定値を得るにはどう

したら良いかということだった。当時熱伝導率の測定といえば、定常法といわれるものが

ほとんどだった。この方法の欠点は、測定に時間がかかることと、かなり大きな試料が必

要なこと、それになんといっても測定の精度が良くないことだった。これに対して、当時

文献で、レーザー光を用いるフラッシュ法という方法が、非定常法の一つとして紹介され

ていた。この方法の特長は、定常法の欠点をすべて補うもので、金属の熱伝導率に対して

は、大変良いデータが得られていたものの、セラミックスに対してはまだ結果が得られて

いなかった。私は、セラミックスに対してこの方法を適用することに挑戦することにした。

挑戦するといっても、出来上がった装置はまだどこにもない。当時はまだ数少ないレーザ

ーを、理化学研究所で使わせてもらうことが出来、手作りの装置で予備実験を重ねた。

　そんな時に、研究室の助教授の先生が私に、大型の予算で色々装置を購入したが、予算

にまだ余裕があるので、欲しい装置があったら買ってくれるといわれた。ただし、予算の

締め切りが近いので、装置を決めるのは一週間以内という制約がついていた。その頃、私

の実験はようやくデータらしきものが出始めた頃で、とても装置を設計して注文できる段

階ではなかった。しかし、当時何百万、現在の額で云えば一千万円以上もかけて装置を買

ってもらえる千載一遇のチャンスだった。理研の装置を使わせてもらうと言っても、理研

にもレーザーは何台もあるわけではなく、多くの研究員の人たちが、入れ替わりで装置を
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使うので、装置が空くのは夜の10時過ぎだった。理研のその研究室には、夜遅くまで実

験をする人たちがいて、実験が終わった後、彼らが実験室のあちこちの床に、シュラフに

もぐって、ごろごろご横たわっている光景は何とも異様だった。私も、理研のシュラフに

寝かせてもらい、最後の何日かはほとんど徹夜で実験を行った。締め切りの前日になって

自信の持てるデータが得られた。研究室の先生方から、装置を設計し、購入の準備をして

良いとのゴーサインが得られた。

　装置のメーカーといっても、この装置についてはまだ経験がなく、仕様を決めての注文

生産だったが、理研での徹夜実験のお陰で、私には自信があった。装置が納入されてから

の実験はおおむね順調で、日を追って測定精度は向上した。前述のように、当時、セラミ

ックスの熱伝導率については、組成や密度との関係を議論できるようなデータは得られて

おらず、熱伝導の理論といえば、大御所のパイエルス（Peierls）先生のウムクラッププロセ

ス（UmklappprozeB）あるのみといった状態だったのが、これらを議i論できるデータが得ら

れるようになったわけで、学会からも評価されて、賞を頂くに至った。私にとってはまっ

たくの幸運であり、また貴重な経験だった。

　機器購入には、タイミングもあり難しい点もあるが、せっかく購入したら装置は有効に

活用したいものである。昔のことを思い出して、長々と書いたが、若い研究者の皆さんに

ぜひお伝えしたいことは、研究を進める上では、いつも挑戦する気持ちを抱き、夢を持っ

て研究に励んでいただきたいと言うことである。運は必ずついてくると信じて。
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